啓林館　新編 化学基礎 (化基307)　観点一覧

＜内容の難易度＞
・基本事項を中心に無理なく学習を進める事ができる程度の内容が扱われている。

・学習指導要領及びセンター試験程度の内容については，もれなくカバーされている。

・発展的な学習内容の扱いは，学習効果が上がると思われる必要最小限のものに留められている。
＜内容の取り扱い＞
・文章での説明は簡潔に記述され，関連する色鮮やかなカラーの図や写真が本文ページに数多く配置されており，視覚的な理解が進む様に配慮されている。

・食品の保存に使われる脱酸素剤，種々の電気製品に使われる電池等，身近なものと化学との関連を意識させる題材が数多く扱われている。

・分子式やイオン式，化学反応式の量的関係等の基本事項や重要事項は，黄色の掲示板形式の図で纏められており，生徒が学習のポイントを掴み易い様に工夫されている。

・実験には図が適切に配置されており，生徒が活動し易い様に工夫されている。

・原子の相対質量や物質量の概念等，抽象的な概念を説明する箇所では，イラストで例示する事によって生徒の理解を助ける工夫がなされている。

・数量関係を扱う問題の前には例題が適宜配置され，生徒が自学自習し易い様に配慮されている。

・本文だけでなく，日常生活と関わりが深く，興味を持てる様な話題が｢コラム｣として適宜取り上げられている。写真やイラストを中心に構成されたビジュアルページや発展的な内容を取り上げたものもあり，生徒の関心を高める様に工夫されている。
・全体を通して，理科が苦手な生徒にも，化学の基本を楽しく学べる様な，化学に親しませる様な内容になっている。

＜単元の構成･配列及び分量＞
・各項目が殆どページの頭から始まっており，また，小見出しも多く，見易さと共に，授業の区切りをつけ易い構成になっている。

・第1部第1章の化学と私たちの生活では，生活に活用されてきた化学技術や，地球環境と化学の役割について説明され，興味と伴に化学を学習する意義を感じられる様に構成されている。

・扱われている理論･反応(主に酸塩基反応･酸化還元反応)は，基本的で重要な事項に精選されており，全体として無理なく2単位で終われる分量になっている。
・手軽に取り組める｢やってみよう｣や，｢実験｣が適切に配置されている。また，部末には，化学的に探究する能力と学習態度を養う事ができる様な｢探究活動｣が掲載されており，どれも必要に応じて利用できる様に構成されている。
・前見返しに｢実験や探究活動でのコンピュータの利用｣，後見返しにプレゼンテーションソフトを利用したスライド作成の例が扱われており，学習指導要領にある｢コンピュータや情報通信ネットワークなどの活用｣に配慮した内容となっている．
＜その他＞
・ページ数のわりには薄くて軽い。
・生徒が読み易い様に，本文中の太字には全て，また重要な用語等には適宜，ルビを付ける配慮がされている。

・実験を行うに当たっての基本事項や基本操作等を中心に，巻末の資料が充実している。

・章末問題の解答が巻末についており，生徒が自学自習できる様に配慮されている。

・分子の構造や原子の結びつき方(共有結合の仕方)の理解に役立つ付録｢簡易分子モデル作成カード｣が付いている。
・紙面が，生徒が化学に親しみを持てる様なソフトで明るい色合いであり，色覚の個人差を問わずより多くの生徒に必要な情報が伝わるCUD(カラーユニバーサルデザイン)にも配慮されている。
・紙面の小口側にインデックス(ツメ)があり，学習する箇所を直ぐに開ける様にも配慮されている。

